
海岸堤防の緊急復旧の状況
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海岸堤防の緊急復旧の状況

○９月末までに盛土等による高潮位までの締め切り、必要に応じて現地発生材等を活用した盛土前面部の補強などを実施 
 （背後に重要施設等がある区間約50km） 
○本復旧については、背後に重要施設等がある区間から順次復旧を実施
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河川の被災状況 
○東北地方、関東地方の河川堤防において、流出・決壊、沈下、法崩れ等が発生。被災箇所数は2,115箇所 

堤防流出・決壊
ゲートが損傷し、操作困難。流下阻害の恐れ 

北上川【石巻市】 

堤防流出 決壊 

北上川（釜谷水門） 

水門の被災 

馬淵川 
 13箇所 

北上川     
646箇所箇所

鳴瀬川     
364箇所

２０日現在２０日現

江戸川【幸手市】

堤防法崩れ 

364箇所

名取川          
 35箇所 

堤防沈下 
霞ヶ浦【稲敷市】

福島第１原発 

江戸 【幸手市】

阿武隈川          
137箇所 

霞ヶ浦【稲敷市】 

被災状
況 

福島第２原発 
避難指示区域 

背後地は低平地 

いなし
き 

 堤防クラック 

那珂川【水戸市】 

久慈川            
 110箇所 

那珂川            
箇所

液状化 

荒川【足立区】

ほぼ全域に渡り堤防が倒壊及び水没 

129箇所 荒川【足立区】 

背後地人口約９，０００人  背後地は低平

地特に緊急的な対応が 
必 な箇 防等

 利根川            
 659箇所   荒川            

 22箇所 

地
 

 
必要な箇所（河川堤防等）
（赤：対策中、青：対策完了） 

 堤防に異常が見られる区域 
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液状化による河川堤防の被災状況
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液状化による河川堤防の被災状況

○今回の地震による地震動は 既往の地震に比べて継続時間が長いことが特徴○今回の地震による地震動は、既往の地震に比べて継続時間が長いことが特徴。
○地震による大規模な堤防被災の主要因は、3パターン （Ⅰ：基礎地盤液状化によるもの、Ⅱ：堤体の部分液状化によるもの、
Ⅰ+Ⅱ 上記の複合によるもの）と考えられるが 詳細は今後検討していくⅠ+Ⅱ：上記の複合によるもの）と考えられるが、詳細は今後検討していく。

堤防被災 主地震動 継続時間 比較 堤防被災の主要因地震動の継続時間の比較 

継続時間：初めて50galを観測した時刻と、最後に50galを観測した時刻の差 

パタ ンⅠ パタ ンⅡ パタ ンⅢパターンⅠ  パターンⅡ パターンⅢ 

段差約1 1m

小段クラックの深さ約1m

段差約1.1m

亀裂幅は約0.6m
流動変形 墳砂

小貝川（茨城県つくば市）  那珂川（茨城県東茨城郡）  江戸川（西関宿地区） 

小段クラックの深さ約1m 亀裂幅は約0.6m
流動変形、墳砂
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